









子解析の結果，ヒトでは 25 種の SeCys 含有タンパク質(セレンタンパク質)が同定され
ており，最もよく知られているものとして，グルタチオンペルオキシダーゼ(GPx)が
ある。GPx は，活性中心に存在する SeCys 残基のセレノール(-SeH)が二分子の還元型
グルタチオン(GSH)を利用して，過酸化水素や脂質過酸化物を，対応する水やアルコ
ールへと変換している(R−OOH + 2GSH → R−OH + GSSG + H2O)。セレン含有 GPx に




















(1) ジセレナイド(-Se-Se-)を機能素子とする GPx 擬 
似体  
 魚類特有のセレンタンパク質 Selenoprotein L 
(SelL)中のジセレナイド結合は，低い酸化還元電位を
Fig. 1 Structure of H-SeCyst-OD 
and GPx-like catalytic activity of 
H-SeCyst-OD / PC liposome.  




































とができた。これらのジセレナイド誘導体と PC をモル分率 20：80 で混合し Bangham








ない PC リポソームでは GPx 様活性は全く観察されなかった。一方，ジセレナイド誘
導体を含有するリポソームでは GPx 様活性が観察された(Fig. 1)。それらは，いずれも
H2O2 > CHP > TBHP の順に高い GPx 様の還元活性を示し，三種類の基質のリポソーム
膜への近づきやすさが，このような差異の要因であると考えられた。また，四種類の
ジセレナイド誘導体の中では，H-SeCyst-OD を含有するリポソームが最も高い活性値
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